
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇理事あいさつ 

二月を迎え、暦の上では春とは申しますが、なお

寒さの厳しい日々が続いております。皆さまにおか

れましては、それぞれの地域とクラブにおいて日々

奉仕活動にも励んで頂いています事、敬意と感謝を

申し上げます。1 月も多くの皆さまとお会いし、お話を

する機会を頂きました。 1)『ラオスに YMCA を！進捗

報告＆新年会』＠京都(1/16)：大野嘉宏ワイズより、

我々にこのプロジェクトの“今”を熱く、語って頂きまし

た。紆余曲折が有りますが、大きな夢に向けて前に

進んでいる状況を学びました。その後にラオスから

の留学生の皆さまから地元のダンスのご披露も有り、

楽しい時間を共有致しました。2 次会にも少し参加し、

好きなアイリッシュパブの雰囲気をご一緒しました。 

2）阪和部新年合同例会＠和歌山（1/18）：大阪、

奈良、和歌山３YMCA の総主事、びわこ部、京都部、

中西部、六甲部から 100 余名の仲間が集い、新年の

お祝いを交換致しました。地元和歌山で活躍されて

いるご兄妹のチェロとバイオリンも楽しみ、穏やかな

新年の幕開けとなりました。二次会も帰りの列車まで

の間を楽しく過ごしました。 3）びわこ部 YY フォーラ

ム＆新年会＠彦根(1/24)：雪が少々残っていた彦根

城近くで開催して頂き、久保田滋賀 YMCA 総主事を

お招きし、山本事業主任のＭＣで熱い YYY の情報交

換の場となりました。その後場所を変え、約 30 名の

皆さまと嬉しい入会式に立ち合いました。中西事業

主任も熊本から駆け付けて頂き、ゲームも楽しみ、

中華料理を美味しく頂きました。 4)中西部新年会＠

甲子園(1/25)：小川大阪 YMCA 総主事やスタッフの

皆さま、九州部、びわこ部、京都部、阪和部、六甲部、

西中国部から約 90 名の仲間が集い、サルサダンス

を含め“ど派手”な演出の新年会を全員が楽しみまし

た。小生には 1 番のお土産、DONG さん/ネパールの

理 事 通 信 
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◇主題 

『世界中の仲間と YYY ライフを楽しみましょう!!』 
“Let’s enjoy the YYY life together with our friends all over the world!!“ 

 

◇副題（スローガン） 

『あなたに寄り添う。あなたを忘れない。』 

”Stay with you. Never forget you. 

 

2025-2026 年度  

西日本区理事 中井信一 

編集&発行・西日本区理事事務局 



 

 

入会式をスポンサー上村ワイズ/熊本ジェーンズや

役員の皆様とご一緒にお祝い致しました。1 月は、関

西では“えべっさん”。“笑う門には福来る”“笑う門に

はワイズ来る”です。まだまだ寒い日が続きますが 

お体をご自愛頂き、YYY ライフをエンジョイ致しましょ

う。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飢餓に苦しむ人々のために TOF・FF に献金をお願いします。身近

な地域でも同様の困り事のある方々に思いを寄せましょう。 

 

丹吾 礼 地域奉仕・環境事業主任（大阪土佐堀） 

 

 

２月強調月間  TOF・FF 

荒川恭次 広報・情報委員長（名古屋グランパス） 

 



 

 

理事通信 

 

２月は「TOF・FF」の強調月間～献金にもご協力をお願いいたします！ 

西日本区 地域奉仕・環境事業主任 丹吾 礼（大阪土佐堀） 

 

TOF は Time of Fast といい、国際協会が行う公式プログラムです。地域や世界に影響を与えるプロジェクト

を支援しています。プロジェクトは、SDGs に関連する、発展途上国をはじめとした地域で、若者や低所得者の

自立に焦点を当て、現在と将来の生活の向上を目指しています。その年度の支援先に贈るための世界中のワ

イズメンズクラブの共通の公式のプログラムです。献金は一旦国際協会に集められてから、世界中のＹＭＣＡで

行われているプロジェクトに支援します。2025 年は全体で 12 のプロジェクトが採用され、実施されています。遠

い国のことと思われますが、近年では東日本区内でのプロジェクトも採用されていました。 

TOF は日本のワイズ用語では「断食の時」と訳されています。クラブ例会を食事なしや軽食にして、それと同

じ金額を献金します。ワイズメンズクラブの例会プログラムの中にみんなで食事をする時間がありますが、２月

の強調月間に合わせて多くのクラブが TOF 例会を実施されています。 

FF は Family Fast といい、TOF を家族や友人と共におこない献金をする事です。FF 献金は西日本区内で集

められてから、各クラブや部で行われている、子どものためのプログラムの支援に充てられます。近年では、こ

ども食堂や、被災して辛い思いをしている子どものためのキャンプ、また地域の子どものための活動にも用い

られています。 

活動資金のための献金も、地域の中での事業もどちらも大切です。これから多くの献金をお願いすることに

なります。今後もご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

ビジネス本にあった言葉です。「誰も説得によって人

を変えることはできない。すべての人は堅くガードされ

た心の変化の扉を持っており、その扉は自分で中から

しか開けられない。説得や感情に訴えることによっても、

その扉を他人が外から開くことはできない」。 

人が持っている心の変化の扉とはいったい何でしょう

か。それは自分中心の見方でしか物事を考えない事で

す。自分の心を開くのは自分しかないという言葉が当た

り前のようで、一番できないことだと私たちは知っていま

す。そこを神中心の生き方で開いて下さるのです。 

 素直に神のみ言葉を受け入れるときに、自分の扉

を自分で開けることができるようになります。自分中心

から他者中心へと変わることが大切なことです。信仰に

よって開かれた扉は、誰も閉じる事が出来ません。ワイ

ズ活動の原点を見据えつつ、常に開かれた心で奉仕を

続けてまいりましょう。 

聖句・聖書小窓  2026 年 2 月号 「心の扉は自分で開ける」 

 
黙示録  3:7  
聖なる方、真実な方、ダビデの鍵を持つ方、この方が開けると、だれ 
も閉じることなく、閉じると、だれも開けることがない。 

西日本区チャプレン 立野 泰博 

 



 

 

西日本区担当主事  

大澤篤人（東京ひがし） 

 

 

  

 

 

 

 

Y’s SDGs Youth Action 事例紹介③ 

12 月号から 3 号にまたがって、過去の Y’s SDGs 

Youth Action 採択事例をご紹介してまいりました。 

ワイズメンズクラブ国際協会両区と YMCA が全国規

模で行う助成事業「Y’s SDGs Youth Action 2026」は、

今期で 3 度目を迎え、現在募集期間中です。YMCA は

ワイズのみなさまと共に、未来を担うユース自らが社会

課題解決に向けた主体的で積極的な活動を応援し伴

走していきます。 

募集期間は今月、2026 年 2 月 10 日（火）までです。

これまでの事例紹介もご参考いただき、是非皆様の地

域におられる、社会課題解決を願うユースグループを

発掘し、「Y’s SDGs Youth Action 2026」を広めていただ

きたく存じます。 

事例紹介③「子どもの人権プロジェクト」盛岡 YMCA 

子どもの人権チーム（Y’s SDGs Youth Action 2024 採

択事業） 

盛岡 YMCA の大学生ボランティアリーダーたちで構

成される「子どもの人権チーム」は、子どもたちが楽しみ

ながら「人権」について学び、自分や他者を大切にする

心を育むための活動を展開しています。子どもたちと日

常的に接し関係性を築いているリーダーたちだからこそ

できる、「人権」というどうしても重くなりがちなテーマを

「明るく楽しく伝える」ことを、自分たちの重要な役割とし

て掲げ、プロジェクトを始動させました。 

活動の柱となっているのは、3 年の歳月をかけて制

作された「子どもの人権カルタ」です。このカルタは、岩

手県内の小学生から募集した人権標語を読み札とし、

県内高校の美術部員が描いたイラストを絵札にすると

いう、地域を巻き込んだプロセスを経て完成しました。

第 3 期となる 2024 年度は、完成したカルタを最大限に

活用し、学童保育でのワークショップや地域イベントで

のブース出展などの活動を展開しました。リーダーたち

は、単にカルタで遊ぶだけでなく、読み札の意味や絵札

に込められた想いについて子どもたちと対話することで、

人権を身近に考えられる機会を作っています。 

このプロジェクトでは、世界 YMCA Vision2030 や、

SDGs の目標年である 2030 年までに「岩手県の小学校

からいじめをなくす」という長期目標と、県内の全小学

校へカルタを配布・普及させるという中期目標を掲げて

活動継続しています。活動期間中に行われた第 23 回

日本 YMCA 大会「YMCA Award」では見事グランプリを

受賞、副賞として作成された活動紹介動画の影響もあ

り、活動期間後の 2025 年には、県内全小学校へのカ

ルタ配布という中期目標を見事達成しました。 

詳細は Y’s SDGs Youth Action 特設サイトに、過去

の報告記事として残っておりますので、是非ご確認くだ

さい。 

 

・Y’s SDGs Youth Action 特設サイト 

https://sites.google.com/japanymca.org/youth

-action2022/ 

・盛岡 YMCA 子どもの人権チーム 活動報告 

https://sites.google.com/japanymca.org/youth

-action2022/ホーム/yssdgs-youth-action2024 の

活 動 報 告 / 盛 岡 ymca 子 ど も の 人 権 チ ー

ム?authuser=0 

・盛岡 YMCA 子どもの人権プロジェクト 活動紹

介動画 

https://youtu.be/19298mz0_IM 

募集期間終了間際、ラストスパートをお願いします！ 

 

 

 

YMCA ニュース 

https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/
https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/
https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/yssdgs-youth-action2024%E3%81%AE%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A/%E7%9B%9B%E5%B2%A1ymca%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%A8%A9%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0
https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/yssdgs-youth-action2024%E3%81%AE%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A/%E7%9B%9B%E5%B2%A1ymca%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%A8%A9%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0
https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/yssdgs-youth-action2024%E3%81%AE%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A/%E7%9B%9B%E5%B2%A1ymca%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%A8%A9%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0
https://sites.google.com/japanymca.org/youth-action2022/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3%83%A0/yssdgs-youth-action2024%E3%81%AE%E6%B4%BB%E5%8B%95%E5%A0%B1%E5%91%8A/%E7%9B%9B%E5%B2%A1ymca%E5%AD%90%E3%81%A9%E3%82%82%E3%81%AE%E4%BA%BA%E6%A8%A9%E3%83%81%E3%83%BC%E3%83%A0?authuser=0
https://youtu.be/19298mz0_IM
https://youtu.be/19298mz0_IM


 

 

理事通信 

 

 

 

 

 

 

大野 智恵 （神戸ポートクラブ） 

 

       メネットと女性メンバーで華やかな新年例会を開催 

 

 

 1 月 18 日、和歌山での阪和部新年合同例会には 100 名を超えるワイズメ

ンとメネットが集い、和やかな温かい雰囲気の中で共に新年を祝い交流を楽し

みました。今回の新年会は、メネットと女性メンバーが中心となって準備された

ということで、『メネットもワイズライフを楽しみましょう！』という、西日本区ワイ

ズメネット委員会のテーマそのものであると嬉しく思いました。実行委員長はじ

め、司会も女性、そして懇親会での「乾杯の発声」を女性に、ということで委員

会代表である私へのご指名がありました。 

オープニングの力強い和太鼓の演奏、チェロ・ヴァイオリンの息のあった素

敵な調べに浸り、美味しいお食事の間は存分に交流、というメリハリの効いた

プログラムもよかったと思います。 

 

遠藤通寛阪和部部長のご挨拶の中で、6 月の西日本区大会メネットアワー

に触れられ、阪和部メネットで準備していこうという心強いお言葉がありまし

た。西日本区大会のメネットアワーを、大会開催の部において取り組んでいた

だくという、私が兼ねてより望んでいた形が提示されことは大変嬉しくありがたく

感じました。メネットアワーの準備段階から西日本区大会ホストクラブである奈

良クラブのメネット会に関わっていただき、阪和部のメネットの皆さんの協力を

得て委員会と共に進めて参ります。多

くの方に参加していただき、豊かな学

びと交流の時が奈良の地で持たれるこ

とを願っています。 

 

 

 

 

〜メネットもワイズライフを楽しみましょう〜 

 

西日本区ワイズメネット委員会報告 

閉会挨拶 

向井千恵子実行委員長 

 



 

 

 

2025-2026 後期半年報 

 

 

 

会員数 1,264 

特別メネット  32  

 

 

 

 

 
部 クラブ名

正会
員主
事除

担
当
主
事

合計
特別

メネット

金沢 4 0 4
名古屋 15 1 16 1
名古屋東海 13 1 14 1
名古屋ｸﾞﾗﾝﾊﾟｽ 9 1 10
とやま 11 1 12

中部 計 5 52 4 56 2

近江八幡 16 1 17 1

彦根 5 1 6
彦根シャトー 16 1 17
長浜 14 1 15
滋賀蒲生野 13 1 14
高島 9 0 9

びわこ部 計 6 73 5 78 1

京都 13 1 14

京都パレス 68 1 69

京都ウエスト 39 1 40
京都めいぷる 24 1 25
京都キャピタル 38 1 39 3
京都プリンス 18 1 19

京都ウイング 45 1 46

京都洛中 19 1 20
京都エイブル 33 1 34
京都ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 55 1 56
京都トップス 59 1 60
京都トゥービー 31 1 32 2

京都ウェル 12 1 13

京都ＺＥＲＯ 35 1 36
北京都フロンティア 15 1 16
京都ブラック 14 1 15
沖縄 7 0 7
沖縄新風 6 0 6

京都部 計 18 531 16 547 5

和歌山 16 1 17 1
奈良 15 1 16 1
大阪サウス 15 1 16
大阪河内 7 1 8 1
大阪長野 4 1 5 2
大阪泉北 17 1 18
和歌山紀の川 20 1 21 4

阪和部 計 7 94 7 101 9

中　部

びわこ部

京都部

阪和部

部 クラブ名
正会
員主
事除

担
当
主
事

合計
特別

メネット

大阪 11 1 12 1
大阪土佐堀 9 1 10 1
大阪ｾﾝﾃﾆｱﾙ 10 0 10
大阪西 14 1 15 3
大阪茨木 13 1 14

大阪なかのしま 13 1 14

中西部 計 6 70 5 75 5

神戸 18 1 19 6
西宮 18 1 19
神戸西 9 1 10 1
神戸ポート 18 1 19
宝塚 16 1 17

神戸学園都市 8 1 9

芦屋 16 1 17

六甲部 計 7 103 7 110 7

姫路 6 1 7
岡山 18 1 19
姫路ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 7 1 8
米子 10 1 11

瀬戸山陰部 計 4 41 4 45 0

広島 20 1 21
福山 7 1 8
呉 7 1 8
東広島 3 1 4
岩国みなみ 13 1 14

西中国部 計 5 50 5 55 0

熊本 18 1 19 2
北九州 2 1 3
福岡中央 11 1 12 1
熊本ジェーンズ 26 1 27
八代 9 1 10

鹿児島 8 1 9

熊本むさし 16 1 17
熊本みなみ 26 1 27
熊本ひがし 13 1 14
阿蘇 13 1 14
熊本にし 19 1 20
熊本Ｎスピリット 16 1 17
熊本水前寺 7 1 8

九州部 計 13 184 13 197 3

0

総計 71 1,198 66 1,264 32

中西部

六甲部

瀬戸山陰部

西中国部

九州部



 

 

2025～2026 年度 各部部会開催日程 

 

部 開催日 曜日 開催地・会場 ホストクラブ 

中 部 2025 年 10 月 04 日 土 とやま自遊館 とやま 

びわこ部 2026 年 02 月 15 日 日 エクシブ琵琶湖 彦根シャトー 

京都部 2025 年 09 月 13 日 土 ホテルオークラ京都 京都パレス 

阪和部 2025 年 09 月 27 日 土 大阪 YMCA（土佐堀） 大阪泉北 

中西部 2025 年 09 月 14 日 日 ホテルアベストグランデ高槻 大阪茨木 

六甲部 2025 年 11 月 15 日 土 神戸クラウンパレスホテル 神戸西 

瀬戸山陰部 2025 年 11 月 08 日 土 
由志園 

＜松江市八束町（大根島）＞ 
米子 

西中国部 2025 年 10 月 25 日 土 広島 YMCA 福山 

九州部 2025 年 10 月 11 日 土 メルパルク熊本 熊本 N スピリット 

                                                  

 

2025～2026 年度 第 29 回 西日本区大会及び関連行事予定 

 

行事名 開催日 曜日 会 場 

前夜祭 2026 年 6 月 12 日 金 KOTOWA 奈良公園 

区大会  2026 年 6 月 13 日 土 なら 100 年会館 

区大会（懇親会） 2026 年 6 月 13 日 土 ホテル日航奈良 

第 4 回区役員会 

2026 年 6 月 13 日 土 ホテル日航奈良 

第 2 回区準備役員会 

区年次代議員会 

元理事懇談会 

担当主事の会 

メネットアワー 
 
 

 









ワイズメンズクラブ国際協会

第29回西日本区大会

メネットアワー

～アフガニスタンのこどもたちに
学びの機会を～

東日本区
下田クラブメネット講師 櫻井 啓子氏

日時：2026年6月13日（土）
10：00～ 11：30（終了後会食）

場所：ホテル日航奈良 羽衣の間

会費： 2,000円

メネット活動の共有と親睦・交流を計画しています。
奮ってご参加ください。

西日本区ワイズメネット委員会代表

大野 智恵（神戸ポートクラブ）

世界の妊産婦と女性の命と健康を守る活動をしている国際協力NGO JOICFP（ジョイセフ）では、
日本で役目を終えたランドセルをアフガニスタンに寄贈し、子どもたち、特に教育の機会に恵まれ
ない女の子の就学に役立てる国際支援活動である「思い出のランドセルギフト」に取り組んでいま
す。この活動は2004年にはじまり20年を迎えました。
ワイズメンズクラブでは、その趣旨に賛同し、東京むかでクラブ・石巻広域クラブ・神戸ポート

クラブ・奈良クラブと有志メンバーで構成された実行委員会で熱心に取り組んでいます。

国際協力NGO JOICFP（ジョイセフ）理事©国際協力NGOジョイセフ



6月12日

ワイズメンズクラブ国際協会

第29回 西日本区大会

2026年6月13日 なら100年会館
ホテル日航奈良
前夜祭
KOTOWA奈良公園 Premium View

金

土

ホストクラブ:奈良クラブ
サブホスト:和歌山クラブ、大阪サウスクラブ、大阪河内クラブ、

大阪長野クラブ、大阪泉北クラブ、和歌山紀の川クラブ
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